
１．概要
　近年、人工増加や経済成長に伴い、世界のエネルギー消費
量は年々急増している。特に私たちの生活や産業を支えてい
る枯渇性資源の減少は問題視され、再生可能資源を利用した
素材化への転換が求められている。その中でもシルクは硬さ
や強さ、柔らかさのバランスに優れていることから構造材料
としても応用可能な数少ない再生可能資源として注目されて
いる。日常生活にシルクを取り入れ、製品作りを行う手段と
して伝統産業の養蚕に着目した。本研究の目的は、蚕を通じ
て再生可能資源を日常生活に取り入れる魅力をデザインの力
で提案することである。

２．調査・考察
　蚕を育てられる環境として既存の蚕飼育セットは一週間使
用でき、蚕の飼育から繭を採取するまでの工程を簡単に行う
ことが出来る。しかし、これまでの飼育セットでは、繭の採
取が最終工程であり、シルクをとることは困難であった。そ
れは養蚕が特別な技術や機械を用いる必要があり、素人が簡
単に行えるものではなかった。シルクを日常生活に取り入れ
るため、シルクの採取から製品作りまでの工程を、簡単に行
える新たな養蚕を提案する。

３．提案の方向性と検証
　養蚕の一つである平面吐糸に着目した。平面吐糸とは、蚕
の習性として熟蚕になると繭を作り始めるという営繭をさ
せず、吐糸を平面的に行わせて、シルクを布状に形成させる
方法である。これを利用して作られるシルクの布を用いてラ
ンプシェードの製作を試みた。検証の結果、平面吐糸によっ
てほとんど手を加えることなくシルクの布を採取することが
出来た。これを踏まえて、採取したシルクの布をそのまま挿
入し使用できる構造のランプシェードを考察する。また、こ
れらをまとめて行えるものとして、蚕の飼育セット、ランプ
シェードが製作できるキットを二種類提案する。
　ターゲットユーザーである二十代男性に一週間蚕の飼育体
験を行ってもらった。飼育は問題なく終え、蚕を蛹にするこ
とが出来た。また、製作キットでランプシェードの組み立て
を行うことができた。

４．最終提案物
　最終提案物は、蚕の飼育セット、ランプシェードを作るた
めの製作キット、ウェブデザインの三種類である。「蚕の飼

育セット」はショップカード、リーフレット、蚕二十頭入り
ケース、人口飼料を同梱する。リーフレットは七枚に分け、
一日一枚ずつ取り出して使用できるカードタイプ形式である

（図 1）。ランプシェードを作るための「製作キット」はショッ
プカード、リーフレット、ランプシェードの素材を同梱する

（図 1）。ランプシェードは採取したシルクの布をそのまま挿
入し、使用でき、木材のみで分解、組み立てが出来る構造で
ある。蚕と生活を繋ぐブランドとして「木の葉採り月」を立
ち上げ、ウェブデザインを提案する。プロダクトの販売とブ

ランドの紹介を目的としている。（図 2）

５．まとめ
　今回提案したランプシェードの他にも平面吐糸は団扇や造
花などの製品に転用が可能であるため、平面吐糸の可能性に
ついて着目していく。新たな養蚕が、蚕と日常生活を繋ぐ存
在になることを願っている。
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図 1　飼育セット（上段）と製作キット（下段）
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図 2　ランプシェード（左）とウェブサイト（右）


